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9．研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究で実用的な XML 検索システムを作成するにあたって，情報検索システムの要件である高

精度・高速な検索を満たしつつ，Web 検索システムにおいて極めて頻繁に発生する文書の更新に対

しても現実的なコストで索引の差分更新を行うことで実現させる．XML 検索システムでは従来の文

書検索システムのように検索結果として文書全体を提示するのではなく，文書のうちのユーザが求め

る部分のみ提示することを目指す．従って，実用的な XML 検索システムを開発することができれ

ば，検索システムを用いるユーザは検索に必要な時間を短縮させ，求める情報が文書中のどの部分に

記述されているのかをユーザ自ら探す必要がなくなる．更に，近年モバイル端末やタブレット型 PC 
からの情報検索の機会が増加しており，必要十分な情報のみを提示する XML 情報検索はディスプ

レイサイズの小さな環境においても有効な検索技術となるため，今後非常に重要な技術になることが

期待される． 
 前年度の研究成果によって，従来の高精度・高速な XML 情報検索システムと比較して遜色のな

い性能を維持しつつ，高速に文書の更新を反映させることに成功した．今年度は更に発展させて，検

索精度においても従来のシステムを上回ることを目指した．その際，過去に提案した，語の重要度の

みに着目するのではなくて，各部分，及び，関連する部分の持つ情報も考慮した上でより適切な検索

結果を提示することを目指す手法と組み合わせることで，従来のシステム以上の高精度を実現した． 
 また，XML 部分文書検索技術の Web 検索への拡張を目指し，予め Web 文書の持つ物理構造を

論理構造に沿うように再構造化を行い，また，情報要求を満たさない重要でないコンテンツを除去す

るためのフィルタを適用することで，Web 文書に対してもXML部分文書検索技術は有効であること

を示した． 
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(8)                                     
11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 

その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 
＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 

（区分）② 
（理由）当初の予定通り，極めて短時間で更新に対応しつつ，高精度かつ高速な XML 検索を実現させた．その際，

システムは大規模データに対してもスケールアウトを行うように開発を行った．また，XML 検索技術の実用化の一

つの手段である Web 検索システムへの拡張を行うため，XML 検索技術適用のための Web 文書の再構造化手法を提

案した． 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 
開発したシステムが実際にスケールアウトするのかどうか，システム構築を行って評価する．その際，効率的に CPU
と GPU のタスクを切り分けることによって，より高性能な並列・分散処理が実現すると考えられる． 
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